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トゥファの炭酸凝集同位体に記録された沈殿温度の季節変動

Seasonal temperature changes recorded in carbonate clumped

isotopes of tufas
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　炭酸凝集同位体温度計は，母液の同位体組成に依存しない新しい温度復元ツールであり，炭酸塩鉱物からリ

ン酸解離により生じた二酸化炭素の凝集同位体異常(Δ47)が，鉱物沈殿温度のインデックスとして利用される

（Ghosh et al. 2006）．しかし，天然試料のΔ47値は，動的効果などの影響により，理論的平衡値から乖離し

やすいこという研究結果もある．本研究では，酸素同位体についての平衡を保持し，2.9から61.0°Cの４つの

温度で沈殿させた合成カルサイト試料と，トゥファ堆積物の炭酸凝集同位体を測定した．トゥファは岡山県新

見市下位田および愛媛県西予市城川町の同一地点で1998年12月から2000年12月までの期間に毎月採集した

ものであり（Kano et al., 2003; Kawai et al., 2006)，各々のサンプルの表面0.5mm（概して45日分の成長量

に相当）を削り分析した． 

　合成カルサイトの測定結果に基づくΔ47値の温度補正結果は多くの先行研究と懸隔ないものであった．標準

試料を繰り返し測定した場合の典型的な測定誤差は0.0078‰（1σ）であり，約1.2°Cに相当する． 

　トゥファのΔ47値は，下位田で0.695‰（2000年12月）から0.731‰（2000年8月），城川で0.696‰

（2000年1月）から0.733‰（1999年10月）の間で季節変動を示し，合成カルサイトによる温度補正に基づ

けば，それぞれ10.1–22.5°Cと9.7–22.3°Cの温度変化に相当する．これらの復元結果は実際の水温

（5.6–16.0°C）に比べて0–7°C高く，pCO2や沈殿速度の高い晩夏から初秋にその差が大きくなることか

ら，二酸化炭素の脱ガスやそれに伴う急速な沈殿が，温度復元結果のずれへ影響していると考えられる． 

　天然試料を用いた絶対温度復元には改善の余地が残るものの，トゥファのΔ47値に記録された季節変化

は，伝統的な酸素同位体温度計による温度復元結果より明瞭で，実際の水温変化パターンと近かった． 
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